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 科学暦概念図（p１） および年代対照表（p２）  完成! 
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科 学 暦 年 代 対 照 表  
『 科学暦 （全表示） 0G-60G 』 　　　(N，T　略）　　 　'Ｇ＝59 4000万年前から 　　'G＝59，　Ｓ＝24 200万年前から G＝59-60，Ｓ＝24-0，Ｎ＝999-0
  Ｇ  (億年)　”－” は 前 を 示す す  Ｇ  (億年)  Ｓ （億、万) S N  (万年、年)  　N 　Ｔ　(Ｙ) 西暦 　Ｔ　（Ｙ) 2千年前から

0 -150 ビッグ・バン 40 -49.7 3 地球の誕生 -0.40 21 0 ﾌﾞﾛﾝﾄﾃﾘｳﾑ -200 800 0 1 8001 ｷﾘｽﾄ紀元
1 ↑(科学暦、紀元元年) 40 -49.4 6 月の誕生 21 200 ネコ科の始  820 0 100 8100 ローマ帝国繁栄
2 -145 42 -45.0 0 「先ｶﾝﾌﾞﾘｱ紀」 -0.36 21 400 漸新世、ﾗｸﾀﾞ -160 840 0 火の使用 200 8200
3 44 -40.0 0 生物の誕生 21 600 初期類人猿 860 0 300 8300
4 -140 50 -25.0 0 酸素の増加 21 800 ｳｼ､ｲﾉｼｼ科始 -120 880 0 ｷﾞｭﾝﾂ氷期 400 8400
5 -138 52 -20.0 0 超大陸の出現.氷河 -0.30 22 0 -120 880 0 (ﾈﾌﾞﾗｽｶ氷期) 500 8500
6 -135 54 -15.0 0 22 100 -100 900 0 600 8600
7 -133 56 -10.0 0 *2 多細胞動物出現 22 200 -73 927 0 ｷﾞ･ﾐ間氷期 700 8700

8 -130 最古の惑星 57 -7.5 0 「古生代」 22 300 -67 933 0 ﾐﾝﾃﾞﾙ氷期 800 8800 平安時代
9 -128 57 -6.0 15 ｶﾝﾌﾞﾘｱ紀(氷球期) 22 400 -67 933 0 (ｶﾝｻﾞｽ氷期) 900 8900
10 -125 16 三葉虫,腕足類 -0.25 22 500 中新世 950 0 1000 9000
11 -123 58 -5.0 0 ｵﾙﾄﾞﾋﾞｽ紀 22 600 ﾄﾞﾘｵﾋﾟﾃｸｽ 960 0 1100 9100 ルネッサンス
12 -120 銀河系完成 0 筆石（生物陸上へ） 22 700 -30 965 9000 ﾐ･ﾘ間氷期 1200 9200 元寇
13 -118 58 -4.3 7 ｼﾙﾙ紀（無顎魚類） 22 800 ｼｶ､ｷﾘﾝ科始 -30 970 0 ﾈｱﾝﾃﾞﾙﾀｰﾙ人 1300 9300
14 -115 9.5 ﾃﾞﾎﾞﾝ紀（魚類） 22 900 -25 975 0 ﾎﾙｽﾀｲﾝ間氷期 1400 9400 活字印刷
15 -113 58 -2.8 22 二畳紀（原始爬虫類） -0.20 23 0 -24 976 0 ﾈｱﾝﾃﾞﾙﾀｰﾙ人 1500 9500 ｺﾍﾟﾙﾆｸｽ､ｶﾞﾘﾚｵ
16 -110 58 -2.6 25 ﾌｽﾞﾘﾅ大絶滅 23 100 -24 976 0 （ｲﾘﾉｲ氷期） 1600 9600 関が原の戦い
17 -108 59 -2.5 0 「中生代」PT境界 23 200 -16 984 0 ﾎﾓｻﾋﾟｴﾝｽ発生*3 1603 9603 徳川幕府､ﾆｭｰﾄﾝ

18 -105 59 -2.3 2 三畳紀（爬虫類,哺乳類型） 23 300 -13 987 0 ﾘ･ﾋﾞ間氷期 1800 9800 ｱﾎﾞｶﾞﾄﾞﾛ､ﾗﾏﾙｸ
19 -103 59 -2.2 3 23 400 -12 988 0 1868 9868 明治元年､ﾀﾞｰｳｨﾝ
20 -100 59 -2.1 4 23 500 ﾋﾄ､ﾈｽﾞﾐ科始 -10 990 0 ﾋﾞｭﾙﾑ氷期 1910 9910 ﾒﾝﾃﾞﾙ､ｱｲﾝｼｭﾀｲﾝ
21 -98 59 -2.0 5 ﾊﾟﾝｹﾞｱとﾃﾁｽ海 23 600 990 0 (ｳｨｽｺﾝｼﾝ氷期) 1920 9920

22 -95   1G=25S 59 -1.9 6 ﾛｰﾚｼｱ､ｺﾞﾝﾄﾞﾜﾅ分離 23 700 992 0 1926 9926 昭和元年
23 -93   1S=1000N 59 -1.8 7 ジュラ紀 23 800 鮮新世 993 0 1940 9940 太平洋戦争
24 -90   1N=10000Ｔ(Y) 59 -1.7 8 恐竜,翼竜 23 900 ﾋｯﾊﾟﾘｵﾝ 994 0 1945 9945 原子爆弾投下
25 -88 59 -1.6 9 -0.10 24 0 ｶﾊﾞ科始 -5 995 0 1957 9957 ソ連の人工衛星
26 -85    西暦2000年＝ 59 -1.5 10 -900 24 100 995 5000 1970 9970 大阪万博
27 -83  60G,0S,0N,0Ｔ(Y)= 59 -1.4 11 白亜紀 -800 24 200 -4 996 0 旧石器中期 1980 9980
28 -80   10000A(=0) 59 -1.3 12 有,袋,胎盤類 -700 24 300 996 5000 1985 9985
29 -78   1G=2.5億年 59 -1.2 13 *1 -600 24 400 ｱﾌﾘｶに人類発祥 -3 997 0 1990 9990 平成2年
30 -75   1S=1千万年 59 -1.1 14 -500 24 500 微笑みの起源 997 5000 1991 9991
31 -73   1N=1万年 59 -1.0 15 -450 24 550 笑いの起源 -2 998 0 1992 9992
32 -70   1Ｔ=1Y=1年 59 -0.9 16 -400 24 600 ｳﾞｨﾗﾌﾗﾝｶ期 -13000 998 7000 人類ｱﾒﾘｶ大陸へ 1993 9993 H 5
33 -68    名の由来 59 -0.8 17 -350 24 650 -10000 999 0 (完新世) ﾋﾞ･?間氷期 9994
34 -65   Image of Names 59 -0.7 18 隕石！ -300 24 700 第4紀(更新世) ﾏﾝﾓｽ 999 1000 農耕開始 1995 9995 阪神大震災

35 -63 　G:galaxy 銀河 59 -0.7  「新生代」第３紀 -250 24 750 道具の使用 -7000 999 3000 ﾒｿﾎﾟﾀﾐｱ文明 1996 9996
36 -60 　S:stella 　恒星 59 暁新世 (多丘歯,汎歯,類) -220 24 780 ﾄﾞﾅｳ氷期 -2660 999 7341 皇紀紀元 1997 9997
37 -58 　N:nova  新星 59 -0.6 19 哺乳類の発達 -170 24 830 ﾄﾞ･ｷﾞ間氷期 -2000 999 8001 ｷﾘｽﾄ紀元 1998 9998 DNAの解読
38 -55 　T:terra  地球 59 -0.6  始新世(有蹄,食肉,類) 24 900 -1000 999 9000 1999 9999 皇紀(2659年) 昨年

39 -53 59 -0.5 20 霊長類の出現*4 -10 24 990 -1 999 9999 　 2000 60G0S0N0T 平成12年
40   -50 0 太陽系の形成 60 0 0 西暦2２０００年  60   0 0 0 平成12年 　　60 0 0 0 0 平成12 2000 =10000A 略科学年（栄）
10000A,4,25  作成（角辻 豊）６０G　０Ｓ　0Ｎ　0Ｔ Sumitsuji Institute of General Human Science (SIGHS) 角辻総合人間科学研究所 2001 10001Ａ H13 米テロ、巳年
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「 宇 宙 語 の 表 音 表 記 (宇 宙 語 式 ロ ー マ 字 )に つ い て 」  会長 角辻 豊

 皆様お元気で「60銀河 0恒星 0新星 4地球年」の春を、清々しく迎えて
おられることと、お慶び申しあげます｡ 科学暦と宇宙語普及協会も皆様の
ご支援により着実に発展しつつ 4 年目を迎え、会員数も４５０名近くに達
しています｡この瓦版の発行も昨年よりは少し遅れましたが、漸く第３号を
お届けできることになりました｡ 誠にありがとうございます。 
 生物の本来的活動(自己保存と種族保存)(金儲けと蓄財、色恋沙汰と子育
て)とは、何の価値も無さそうなことに、情熱の一部でもを傾け得る能力こ
そ高等生物の証明ではないかと私は考えております｡ 
 

《 科 学 暦 の 表 記 に つ い て 》  
 科学暦の表記に関しましては、昨年秋の理事会で、従来の「10004A」ま
たは「10004 栄」以外に「P4」｛P は:Philosophy「哲学」の略、昔から全
ての学問の基とされ、今も「博士」の略号は Ph.D.(Doctor of Philosophy)
です｝、または「科学暦 4 年」あるいは単に「4(年)」のどの表記でも可、
と決定しました。勿論日本では平成 16年が正式呼称ですから、これを用い
て頂くのも結構と思いますが、願わくば、萬止むを得ない場合以外には
「2004年」は使って頂きたくない、のです。この点、科学暦普及協会の会
長として、伏してお願い申し上げます。 
 

《 宇 宙 語 の 表 音 表 記 に つ い て 》  
 次に本題の宇宙語の表記についてですが、これも上記の理事会で大体下
記のようにしようという同意が得られました。この問題は実は非常に解決
困難な内容が山積みで、とても一朝一夕に行かないことは、理事一同も認
識しています｡ 従って一応の暫定的な、でも従来のヘボン式、標準式ロー
マ字よりは合理的な、案であると自負しています｡ 皆さんのご批判や改良
案の提案をお願いします｡ 以下少し言葉遣いが紋切り型になりますが、お
許しください｡ 

＊  ＊  ＊  ＊  ＊ 
 科学暦３年(60G3T)10 月現在､国際的に電網上で安定して通信できるア
ルファベットと補助記号を用いて､宇宙語の表音として下記のような表音
規則を提案します。 
１．母音は a e i o u のみとする。曖昧母音は無理やりこの中に入れてしま  
う。 
２．子音は母音と”x”以外の全てとし、従来の半母音 y は原則として子  

音として扱う。 
３．1.2.の発音は(xを除く)従来のローマ字どおりとする。 
４．長母音は ： で表す。(同じ母音を重ねる、と言う案もある。) 
５．捉音便は 次の子音の重複で表す。 
６．撥音便は n で表す。この場合、n に母音、または y が続く場合は –  で

区切る。 
７．拗音は y で表す。但し、jya,jyu,jyo,cya,cyu,cyo は ja,ju,jo,ca,cu,co で   

表す 
８．c j n 以外の子音の後に、「母音、前と同じ子音、y 」が続く場合、以外

の子音の後の u を省略する。(ｸｸﾞｽｽﾞﾂﾇﾌﾌﾞﾌﾟﾑﾙｷｭｷﾞｭｼｭｼﾞｭﾁｭﾆｭﾋｭ  
ﾋﾟｭﾋﾞｭﾐｭﾘｭ) 

９．8.の場合に準じて、c j については、i を省略する。上の(u)は(i)とな
る｡( ﾁ､ ｼﾞ=ﾁﾞ) 

10．ヘボン式ローマ字表記の shi,tsu, はそれぞれ、sx,tx, と表記する。 
11．rと l､ bと p､等民族により区別不能の語は全てを辞書に載せることを  

妨げない。 
12．固有名詞は大文字で始める｡ 但し､人名は姓を全て大文字で､その他は  

最初のみ大文字とする。 
13．アルファベットそのものの読み方は、宇宙語としては下記とする。 
 A=a:  B=be:  C=txe:  D=de:  E=e:   F=ef    G=ge:  H=ha:  I=ai  

J=jei   K=ka: L=el    M=em  N=enu      O=o:  P=pe:  Q=ky: 
R=a:r   S=es    T=te:  U=yu:  V=vui W=dabry:      X=ekks  
Y=wai  Z=zett 
 
 (例) 入 ny:  樹海 jukai  自由 jiy:  準備 junbi  急 ky:  留意 ly:i,ry:i  
    邪悪 jaak  女子 josx  油脂 ysx  主人 syjn  囚人 sy:jn  
   傘寿 sanju 述懐 jukkai 茎 kuki  蝶 co:  東京 To:kyo:  
   南極 nankyok チャット catt   ちゃんと canto   抽選 cu:sen  爺 jj      
つくし txksx  知人 cjn  千曲川 ckmagawa  人生 jnsei  吸 suu  

    好き  ski スッチー  succ:  宇宙語  ucu:go    おっとどっこい 
ottodokkoi     寿 ju   美しい utxksxi   科学暦 kagakleki,kagakreki   
つっつく txttxk     すっぱい sppai  スパイ spai  ぬすっと 
nustto   不要 huyo:   表 hyo:     ふっきれる hkkirer    時間 jkan   
痴漢 ckan   揶揄 yay   運輸 un-y     運転手 untensy  
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第３回総会、 会長講演 要旨よ 4.3.2 

以上ですが、一度逆読みをしてみてください。一寸難しいかもしれませ
u

つ て書いておきます。大きな

ファベット使用国において、 は省略的に扱われてい
u

の「ス

の、顔

 

《 山 よ り 高 い 息 子 の 恩 ？ ！ 》

 追加 txika   強いる sxir  失策 sxssak  朝鮮 co:sen    郵便 y:bin  
 湯屋 yuya  悔しい kuyasxi 自惚れ unubore  散逸 san-itx 
 京 kyo:   閂 kannuki  加入 kany:   通じる tx:jr くくる  kukr  

    フォン fon   犬 inu   父 cc    鬱屈 ukktx  盗人 nusbito   
失禁 sxkkin    出勤 sykkin  宿題 sykdai    転写 tensya  
ﾋﾞｰﾙ bi:r,pi:r    推移 suii     地位 ci   充分 ju:bn    雪 yki   
救い skui  少ない sknai   Smith Smis     smile smail    sky skai  
laugh laf   Wednesday Wenzdei  I ai   we wi       you yu:   he hi:  
shi sx:  go go:  came keim  come kam    my mai         cube kyu:b   
chimpanzee cnpanzi:      Japan Japan  America Amerika   
sex sekks     安永 an-ei   calm ka:m    shy syai 

 (不都合、矛盾点等、お気づきの方は、御知らせ下さい。) 
    ＊科学暦３年９月 1２日 り ( 改訂) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ん。従来のローマ字との大きな違いの一つは、” ”の省略的扱いなのです。
これによって随分綴りが短くなりました。 
 ここで、何故”U”を省略的に扱ったかに い
理由は二つです。 
 第一は、既にアル u
るからです。前に来る子音にもよりますが、” ”があっても本来の「ウ」
以外の音が多く当てられています。(but,cut,dug,fun,guy,hub,etc.)｡ 
日本語でも、例えば私の名前、「スミツジ」は実際の発音において最初
ミ」は、英語での｢スミス｣と同様に発音されています。特に「ス」が明ら
かに、「吸い物」「据え膳」の時のように後に母音を伴なったときの「ス」
とは違った、いわゆる子音だけの「ス」“s”に近い発音になっているので
す｡“smi”と“sui”,”sue”との違いがお判りになるでしょうか｡ 
 第二は、これは最近(昨年秋)の私どもの、笑い声と母音の発音時
の表情筋筋電図の研究から判ったのですが、「ウッフッフ」と笑う時と「ウ」

と発音するときの筋電図の活動電位が、他の「ア、イ、エ、オ」に比べて
かなり低い(平均で 60%位)ことが判ったからです。つまり発声にもっとも
エネルギーが要らないのが「ウ」音であることが、生理学的に証明された
わけです。この知見は更に笑いと言語発生の関連についても深い示唆を与
える重要性を含んでいるのです。いずれにしろ、”u”が省略されやすい理
由が発声生理学的に明らかになったと言えます。今年の春から秋にかけて
の、日本生理心理学会、日本感情学会、日本笑い学会で発表する予定です｡
 

 
 最後に、私自  に冠状動脈(心

の影だけを見なが

バイパス手術との
10

ば、私が若い頃に細いステンレス線を顔の毛孔か して筋電図

 

身の健康についてご報告します｡ 本年一月末
10%臓自身を養っている動脈)の石灰化と閉塞しかけ(残 以下)をカテーテ

ルで再開通させる手術を、たまたまこの方面が専門の長男「角辻 暁」に泉
佐野のりんくう総合医療センターでやってもらいました｡ 術中、術後に止
血のための低血圧による意識障害の危機はありましたが、何とか無事生還
し、お陰でゴルフは勿論、テニスも可能となりました｡ 
 それにしても、股動脈の径 2-3mmの孔からレントゲン
ら、カテーテルで大動脈を逆行して冠動脈開口部に達し、先から超音波で
内腔の状態を調べ(この技術が長男の特技で、これが売りで世界中をアゴア
シつきで講演しまくっているらしい｡)、狭窄部にステントと言うステンレ
ス製のバネを入れて押し広げるとは驚異的な技術です｡ 
 手先の器用な日本人に合っていて、同様な趣旨でする
適用比率が欧米では約半々なのに、日本ではカテーテルが 倍くらいだそ
うです｡ バイパスなら１ヵ月は入院ですが、カテーテルは 2-3日で済みま
す。 
 思え ら挿入
を測定する技術を開発し、笑いの生理学を解明したのと似たようなこと、
「細いものを穴に入れる」を息子もやっているかと、感無量でもあります｡ 
 ところが、息子は学生時代英語が全然できず、当時二次試験に英語の無
い熊本大学医学部を受けたくせに、その後余程苦労した為か「日本語なん
か止めてしまえ、全世界英語にすれば良い｡」等と乱暴なことを言っていま
す。まさに「親の心、子知らず」とはこのことですが、その子供に命を救
われて複雑な心境でもあります。 
                
     IVUS

 
       角辻式  
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《 う か れ ん ゴ ル フ こ ん ぺ 》 

 ゴルフで思い 、芦屋カント

なんでだろう？

出しましたが、６月８日(火)９時
リークラブで「宇科連」名で私が主催して「コンペと言うより
コンパ」をやります。参加資格は現普及会員に限らず、むしろ
会員の増員に役立てたいと思っています。ユニークな「角辻式
ポイントターニー」等の遊びを考えています。案内は追って
差し上げます。是非ご参集ください。秋にも予定していま
す。 (9 月１０日 (金 )９ 時総会当日の昼です。 )  

6 0 G 0 S 0 N 4 T 3 . 2  
 
 
 
 
 
 
 

（前号の回答）  

 

ます。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  ２．１時間が６０分なのはなんでだろう？

 バビロニアでは太陽の視直径を太陽が動く時間が１日に対してどのく
いの割合か 1を得た。バ

解答 
古くから数字の六は多方面に使われていた。六地蔵、南無阿弥陀仏の

わち日本全国、法華教六十六部、六分儀、六三制な

 
 ら を水時計を使用して求めたところ、720分の
ビロニアでは 60進法を採用していたので、この値を 12と 60の積とし、
1日を 12分割、1時間を 60分割した。これが今日の 1時間は 60分の
起源である 
 
Ｓ氏の明るい
 
六字。六十余州すな
ど。これに因む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊残りの「なんでだろう」は、次号でお答えし  

３．秒の単位だけが十進法なのはなんでだろう？ 
秒以 12 60 なると
単位

 

60 秒､1 時間は 3600 秒とす

り秒以下については決まりがないのです｡他の多くの国でも同
が秒以下にまで進み､暫定的に

 

100 ヤ

上の単位は ･ 進法を使っていながら､なぜ秒以下に
の体系が変わ 10進法を使用するのでしょうか｡ って

日本の時間単位の法的根拠は計量法ですが､そこには､ 
(1)時間の計量単位は秒とする｡ 
 (2)1秒はｾｼｳﾑ原子が 91億 9263万 1770回振動する時間とする｡ 
 (3 の補助単位は分と時と 1)秒 し､ 分は
る｡ 

        の 3点しか明記されていません｡ 
つま
様で､世界的な取り決めが時計の精度
使われていた 10進法がいつの間にか定着してしまいました｡ 
分の単位の下に秒が規定されたのはメートル法が導入された 1820 年
ですが､当時の市民生活には実感のない単位でした｡ 
  天文の世界を除いて秒以下の単位が用いられるようになったのは
スポ－ツの世界です｡1890 年のｱﾒﾘｶ陸上競技選手権大会では､
－ド競争に 9 秒 8 の記録が残されています｡当時､用いられたストッ
プウオッチは 5分の 1秒計でした｡        安積 記 

 
 
 
 
 
 
 

１．１日が２４時間なのはなんでだろう？ 
 シュメール文明によって考え

12

24

assroom/class/sansu/sansu0007.html

 ヤに 24人の聖人がいた。時間の創始者達。これに因む。
 

バビロニアという国を中心とする紀元前の
られたものと言われている。シュメール数学は、数の多い場合は 進法
や、60進法が使われていた。バビロニアの人たちは、太陽が地平線にあら
われてから、全体が見えるまでの時間（これが約 2分）をもとにして、天
空を割っていくと、720個分で一昼夜になることに気づいた。つまり太陽
が東の地平線にあらわれて、西の地平線にしずんで、そしてまたつぎの日
に、東の地平線にあらわれるまでに 720×2分＝1440分 かかるとこと
になる。 
この 1440分を 60（分：1時間）で割ってみる。1440÷60＝24 
これが１日が 時間の起源である。 
 
  http://www.kodomo-seiko.com/cl
  http://www.town.bisei.okayama.jp/stardb/his/his_list.html 
 
Ｓ氏の明るい解答 
  古くメソポタミ
代表的な人物は英語読みで「タイムクラテス」  

水時計（漏剋）

  復元模型

8660年 6月 10日
中大 子（後の天

智天皇） り人々

兄皇

が造

に時を知らせる。 

香時計 
香の燃える速

測さで時間を
定する。 
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 角角
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

毎
年
五
月

に
、

夫
妻
と

に
行

ま
す

は
ネ

島
、

利
尻

く
は

て
戴

る
と

効
い

り
、

ッ
ク

で
き

味
の

今
で

我
々

思
っ

は
当

観
光

く
な
り

生
の

い
出

は
そ

言
え

て
殆

て
き

両
ご

り
ま
せ

   
 

約
二
十
年
前
、

タ
ー

で
い

属
看

っ
て

と
ん

看内
科

膠
原
病
を

と
い

に
は

ケ
ジ

れ
な
り
に

の
症

義

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初
め
の
黄
金
週
間

角
辻
先
生
夫
妻
と
中
村
先
生

共
に
三
組
の
夫
婦
で
旅
行

き
出
し
て
二
十
年
近
く
な
り

。
三
〜
四
泊
の
旅
行
で
、
遠
く

パ
ー
ル
や
バ
ン
コ
ッ
ク
、
屋
久

沖
永
良
部
、
八
丈
島
、
隠
岐
、

な
ど
の
日
本
近
海
の
島
々
、
近

奈
良
・
吉
野
ま
で
ご
一
緒
さ
せ

き
ま
し
た
。
三
組
の
夫
婦
で
い

、
六
人
と
も
自
制
が
あ
る
程
度

た
上
で
の
我
が
儘
が
可
能
に
な

心
地
よ
い
緊
張
感
を
伴
う
リ
ラ

ス
の
数
日
間
を
楽
し
む
こ
と
が

ま
す
。
両
ご
夫
妻
は
知
識
も
興

広
さ
も
我
々
よ
り
一
枚
上
で
、

も
教
え
て
戴
く
こ
と
が
多
く
、

は
今
後
も
続
け
て
戴
き
た
く

て
い
ま
す
。
さ
て
、
こ
の
旅
行
中

然
乗
り
物
に
も
乗
り
ま
す
が
、

地
を
六
人
で
歩
く
こ
と
も
多

ま
す
。
そ
ん
な
時
、
角
辻
先

後
ろ
を
歩
い
て
い
る
と
時
々
思

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

の
昔
話
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
う

ば
、
六
人
で
長
い
間
一
緒
に
い

ど
の
こ
と
を
包
み
隠
さ
ず
話
し

た
の
に
、
こ
の
話
は
ワ
イ
フ
に
も

夫
妻
に
も
話
し
た
記
憶
は
あ

ん
。 

＊     

＊      

＊ 

僕
は
成
人
病
セ
ン

に
い
て
研
究
の
仕
事
を
楽
し
ん

ま
し
た
。
他
に
外
来
診
療
や
付

護
学
院
の
非
常
勤
講
師
も
や

い
た
筈
で
す
が
、
頭
は
研
究
が
ほ

ど
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の

護
学
院
の
非
常
勤
講
師
と
は
、

の
一
部
で
あ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
・

九
十
分
×
四
回
で
講
義

う
も
の
で
、
き
ち
ん
と
教
え
る

時
間
的
に
は
と
て
も
無
理
な
ス

ュ
ー
ル
で
し
た
。
が
、
そ
れ
は
そ

抗
体
の
構
造
か
ら
＊S

L
E

状
・
治
療
ま
で
噛
み
砕
い
て
講

し
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
僕
も
ま
だ

若
く

す
が

験
助
手

す
。

い
ま

覚
え

、
そ
れ
ほ
ど
禿
げ
て
も
い
な
か
っ

か
、
講
義
し
た
学
生
の
中
に

フ
ァ
ン
だ
と
言
っ
て
部
屋
に
遊
び

て
く
れ
る
看
護
学
生
が
何
人
か

し
た
。 

労
は

し
た

き
抜

広
く

そ
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
た
め

僕
の

に
来

い
ま

三
〜

の
グ

来多
か

た
。

良
き

後
の

屋
に

大
き

な
か

れ
ま
で

と
こ

二
十
才
の

来
て

感
じ

日
研
究
室
で

は
、

で
お

は
心

喫
茶

学
生

店
で

ろ
か

た
。

階
へ

は
壁

で
、

更
に

造
に

生
を

ゆ
っ

五
人

ル
ー
プ
で

る
こ
と
が

っ
た
の
で

、
一
人
で
の
場
合
も
あ
り
ま
し

そ
ん
な
、
僕
に
と
っ
て
は
「
古
き

時
代
」
の
、
あ
る
土
曜
日
の
午

こ
と
で
す
。
一
人
の
学
生
が
部

来
ま
し
た
。
部
屋
と
言
っ
て
も

な
研
究
室
で
、
他
の
医
者
や
実

が
ま
だ
仕
事
を
し
て
い
ま

学
生
は
看
護
学
院
の
二
年
生
、

な
か
の
可
愛
い
コ
ち
ゃ
ん
で
、
そ

に
も
二
〜
三
度
遊
び
に
来
て

し
た
。
中
年
（
四
十
歳
を
越
し
た

ろ
）
の
僕
の
と
こ
ろ
へ
十
九
才
か

ギ
ャ
ル
が
一
人
で
遊
び
に

く
れ
る
こ
と
を
、
僕
は
得
意
に

て
い
ま
し
た
。
こ
の
学
生
と
こ
の

何
を
話
し
た
の
か
全
く

て
い
ま
せ
ん
。
覚
え
て
い
る
の

二
人
で
街
へ
出
て
歩
き
、
喫
茶
店

茶
を
飲
ん
だ
こ
と
で
す
。
場
所

斎
橋
、
ど
こ
か
の
ビ
ル
の
二
階
の

店
へ
入
り
ま
し
た
。
今
と
違
っ
て

の
話
に
自
分
を
合
わ
す
の
に
苦

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
さ
て
、
喫
茶

の
話
も
一
段
落
し
、
「
じ
ゃ
あ
帰

？
」
と
言
っ
て
立
ち
上
が
り
ま
し

レ
ジ
を
済
ま
せ
、
二
階
か
ら
一

階
段
を
下
り
る
こ
と
に
な
り
ま

。
こ
の
ビ
ル
の
一
階
ロ
ビ
ー
は
吹

け
に
な
っ
て
お
り
、
階
段
の
巾
は

、
下
り
る
方
向
に
向
か
っ
て
左

、
右
は
大
き
な
吹
き
抜
け
空
間

階
段
の
中
程
に
踊
場
が
あ
り
、

か
ら
は
九
十
度
右
に
曲
が
っ
て

下
り
る
と
一
階
の
フ
ロ
ア
、
の
構

な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
学

僕
の
左
に
し
て
、
二
人
並
ん
で

く
り
下
り
出
し
ま
し
た
。
一
段
、

二
段
、
三
段
…
…
。
ふ
と
気
が
付
く

ょ
う
ど
我
々
の
正
面
か
ら
も
階

踊
場
に
向
か
っ
て
下
り
て
来
る

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
見

我
々
と
同
じ
で
、
中
年
の
男
と

女
の
子
で
す
。 

段
階
段
を

な
ガ

打
ち

    

た
か
知

 

と
ち

段
を

連
中
が

る
と

若
い「

こ

か
し

階
段

と
も

日
本
の

す
。

可
愛
い

ん
な

で
優

を
よ

見
覚
え

ト
、

オ
ッ

れ
も

だ
っ

分
…

段
を

た
。

が
あ

否
応
な

タ
が
目

話
を

は
、

き
に

で
、

を
矯

い
に

 

（
こ
が
生
用
語
じ の

オ
ッ
サ
ン
も
や
る
や
な
い
の

と
思
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
お

な
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。

を
下
り
て
く
る
男
の
脚
が
な
ん

格
好
悪
い
の
で
す
。
一
昔
前
の

男
の
典
型
で
あ
る
ガ
ニ
マ
タ
で

咄
嗟
に
思
い
ま
し
た
「
せ
っ
か
く

女
の
子
を
連
れ
て
い
て
も
、
そ

不
細
工
な
脚
で
は
…
…
」
。
こ
こ

越
感
を
持
っ
た
僕
は
、
更
に
数

下
り
て
こ
の
格
好
悪
い
男

く
見
て
や
り
ま
し
た
。
す
る
と
、

の
あ
る
シ
ャ
ツ
と
ジ
ャ
ケ
ッ

見
慣
れ
た
シ
ョ
ル
ダ
ー
バ
ッ
グ
の

サ
ン
で
す
。
な
ん
と
、
そ
れ
は
紛

な
く
自
分
で
し
た
。
正
面
は
鏡

た
の
で
す
。
さ
っ
き
見
た
不
細
工

ニ
マ
タ
の
オ
ッ
サ
ン
の
正
体
は
自

…
。
僕
は
あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
ク
に

の
め
さ
れ
て
足
が
も
つ
れ
、
階

踏
み
外
し
そ
う
に
な
り
ま
し

こ
の
日
以
来
、
僕
は
脚
に
自
信

り
ま
せ
ん
。  

…
…
」

角
辻
先
生
の
後
ろ
か
ら
歩
く
と
、

し
に
先
生
の
見
事
な
ガ
ニ
マ

に
入
り
ま
す
。
す
る
と
こ
の

思
い
出
し
、
ほ
ん
の
暫
く
の
間

外
を
向
く
足
先
を
少
し
は
内
向

し
よ
う
と
す
る
僕
で
す
。
ま
る

還
暦
を
過
ぎ
て
も
、
脚
の
格
好

正
し
得
る
と
信
じ
て
い
る
み
た

…
…
。 

の
文
を
書
き
終
え
て
、
ふ
と
心
配

じ
ま
し
た
。
ガ
ニ
マ
タ
っ
て
差
別

ゃ
な
い
で
し
ょ
う
ね
ぇ
。
ど
な

り
ま
せ
ん
か
？
） 

辻辻
先先
生生
のの
後後
ろろ
をを
歩歩
くく
とと 

大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部 

部
長 

北

村 

肇 

（宇
＊SL

E

…
膠
原
病
の
一
種
の
名
前 

宙
語
・

暦
普
及
協
会
会
歌
作
曲
者
）

科
学
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先
日

し
ぐ
に

を
も

は
楽

ま
す

「
何

で
、

動
に

せ
て

   整
然

言
う

ど
天

で
は

に
難

だ
地

公
転

と
思

人
類

る
必

(

も
し

ら
閏

ほ
う

  

純
な

し
き

数
千
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

、
角
辻
会
長
か

瓦
版
に
何
か
書
く
よ

」
と
仰
せ
つ
か
り
ま

。
会
長
と
私
と
は
、

年
近
く
前
、
私
が
所

て
い
る
或
る
合
唱
団

ご
夫
妻
お
揃
い
で
入

こ
ら
れ
て
以
来
の
お

合
い
で
す
が
、
好
奇

旺
盛
な
事
で
は
人
に

け
を
と
ら
ぬ
積
も
り

の
上
を
行
く
よ
う
な

的
な
お
人
柄
に
惹

て
、
親
し
く
さ
せ
て

て
い
ま
す
。 

科
学

宇
宙
語
の
普
及
協

は
、
何
時
の
間
に
か

さ
れ
て
い
た
よ
う

が
し
て
い
ま
し
て
、

の
言
葉
で

ば
、
拉
致
さ
れ
た
よ

感
じ
で
し
た
が
、
す

私
の
好
奇
心
が
頭

た
げ
て
き
て
、
今 

ら
「

う
に

し
た

10属に
、

っ
て

付
き

心
の

は
引

の
私

積
極

か
れ

頂
い

暦
と

会
へ

入
会
さ

な
気

近
頃
流
行
り

言
え

う
な

し
く
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

。 を
書
い
て
も
よ
い
」
と
の
事
な
の

科
学
暦
と
宇
宙
語
の
二
つ
の
活

関
し
て
感
じ
た
ま
ま
を
述
べ
さ

頂
く
事
に
し
ま
し
た
。 

先
ず
科
学
暦
の
方
は
一
応
理
路

と
し
て
い
ま
す
し
、
銀
河
年
と

新
し
い
単
位
を
導
入
し
た
点
な

文
学
に
造
詣
の
深
い
会
長
な
ら

の
発
想
と
感
心
し
ま
し
た
。
特

解
な
点
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

球
の
公
転
周
期
と
、
銀
河
系
の

周
期
と
の
比
は
整
数
で
は
な
い

わ
れ
ま
す
の
で
、
い
つ
か(

多
分
、

の
滅
亡
後)

閏
銀
河
年
を
設
け

要
が
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

10
進
法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
の
な

恒
星
年
や
閏
新
星
年
を
作
っ
た

が
微
調
整
が
出
来
る) 

一
方
宇
宙
語
の
方
は
、
小
生
の
単

頭
の
中
で
は
、
ま
だ
充
分
消
化

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
球
上
に

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
言
語
に

或 る会員のたわごと 理事 原田 憲一  

全
て

よ
う

な
気

ー
に

ア
イ

母
音

の
汎

か
と

う
言

も
英
米
、

を
我

論
議
を

そ
の

す
る

要
が

し
て

さ
れ

後
か

る
か

の
間

生
物

の
所

立
は

意
思
疎
通

体
ど

て
行

そ
の

厳
密
な

み
か

持
っ

間
と

即
ち

索
し

  

な
っ

60G

 

          

対
応
す
る
に
は
気
の
遠
く
な
る

な
作
業
を
必
要
と
す
る
よ
う

が
し
ま
す
。
ま
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

よ
る
通
信
手
段
上
の
制
約
か
ら

ウ
エ
オ
以
外
の
曖
昧
母
音(

中
間

)

を
無
視
す
る
こ
と
が
宇
宙
語

用
性
を
損
な
う
の
で
は
な
い

心
配
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
を
使

語
を
喋
る
外
国
人 (

少
な
く
と

独
、
仏
、
伊
、
西
、
露
、
中)

々
の
協
会
に
迎
え
入
れ
て
こ
の

し
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

結
果
、
も
し
曖
昧
母
音
に
対
応

た
め
使
用
文
字
を
増
や
す
必

あ
る
と
言
う
結
論
に
な
っ
た
と

も
、
宇
宙
語
が
世
界
的
に
認
知

て
普
及
す
れ
ば
通
信
手
段
は

ら
つ
い
て
く
る
で
し
ょ
う
。 

 

ま
た
「
宇
宙
語
」
と
言
う
名
を
つ
け

ら
に
は
、
地
球
上
の
人
間
同
士

だ
け
で
な
く
、
地
球
外
の
知
的

(

角
辻
会
長
の
ご
意
見
で
は
、
こ

謂
「
宇
宙
人
」
が
存
在
す
る
確

殆
ど
百
％
だ
そ
う
で
す)

と
も

が
出
来
る
言
語
と
は
一

ん
な
も
の
だ
ろ
う
か
と
議
論
し

く
の
も
、
楽
し
い
で
し
ょ
う
。

一
つ
の
考
え
方
と
し
て
、
最
も

論
理
で
あ
る
数
学(

人
間
並

若
し
く
は
そ
れ
以
上
の
頭
脳
を

た
生
物
な
ら
数
学
的
思
考
は
人

共
有
で
き
る
筈
で
す)

で
言
語

思
考
を
表
現
す
る
方
法
を
模

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。 

い
さ
さ
か
理
屈
っ
ぽ
い
「
た
わ
言
」
に

て
し
ま
っ
て
済
み
ま
せ
ん
。 
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「
メ
ー
ト
ル
法
の
現
在
と

の
こ
れ
か
ら
」 

科
学
暦

   

  

て
の

法
で

す
。

 

子
午
線
の

ト
ル

  

そ
の

は
、

す
。

す
。

中
に

な
か

ん
。

ど
は

す
。

と
い

く
、

世
界

ま
す

や
イ

算
し

 

５
４
０
ミ

と
い

け
で

２
４
２
４
ミ

り
ま
す

さ
の

ー
ト

こ
と

  

で
の
に

 

月
が

会
員
の

か
ね

を
考

い
で

こ
の

ょ
う

  

 

事
務
局
長 

坂
口 

敦
厚 

私
は
科
学
暦
を
、
度
量
衡
に
お
い

メ
ー
ト
ル
法
に
相
当
す
る
紀
年

あ
る
と
高
く
評
価
し
て
い
ま

 西
暦
１
８
７
５
年
に
、
パ
リ
を
通
る

４
千
万
分
の
１
を
１
メ
ー

に
す
る
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

後
、
何
度
か
改
訂
さ
れ
、
今

光
の
速
度
が
基
準
に
な
っ
て
い
ま

こ
れ
は
１
３
０
年
前
に
な
り
ま

こ
の
間
に
、
メ
ー
ト
ル
法
は
世
界

か
な
り
普
及
し
た
の
で
す
が
、

な
か
徹
底
さ
れ
て
は
お
り
ま
せ

最
強
の
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
な

未
だ
に
ヤ
ー
ド
・
ポ
ン
ド
法
で

ま
た
、
例
え
ば
テ
レ
ビ
の
１
５
型

う
の
は
、
メ
ー
ト
ル
法
で
は
な

イ
ン
チ
で
す
。
多
く
の
規
格
は
、

共
通
の
メ
ー
ト
ル
法
だ
と
見
え

が
、
そ
の
多
く
は
単
に
ヤ
ー
ド

ン
チ
や
尺
を
メ
ー
ト
ル
法
に
換

た
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。 

ヨ
ッ
パ
ラ
イ
運
転
の
新
聞
記
事
で
、

リ
リ
ッ
ト
ル
の
酒
を
飲
ん
だ

う
の
は
、
三
合
を
換
算
し
た
だ

す
。
我
国
の
建
材
に
１
２
１
２
×

リ
と
い
う
汎
用
品
が
あ

が
、
４
×
８
尺
と
い
う
大
き

も
の
で
す
。
競
馬
の
１
６
０
０
メ

ル
レ
ー
ス
は
、
１
マ
イ
ル
レ
ー
ス
の

で
す
。 

き
て
か
ら
１
３
０
年
経
っ
て
い
る

、
こ
ん
な
状
況
で
す
。 

科
学
暦
の
普
及
に
は
、
多
く
の
年

か
か
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
、
現

子
へ
、
孫
へ
と
引
き
継
い
で
い

ば
な
り
ま
せ
ん
。
責
任
の
重
さ

え
る
と
、
身
が
ひ
き
し
ま
る
思

す
。
角
辻
会
長
を
中
心
に
し
て

普
及
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し

。 
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読

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

者
の
コ
ー
ナ
ー 

Ｑ

Ｑ
１る

と
き
に
使
う
も

か
﹈

西
宮
市

Ａ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
に

使
っ

で
す
ね
。
新
世

名
称
に
し
た
ら
、

見
も

的
根
拠
に
基
づ
い
た

し
て

に
し

に
も

さ
い
。

 

Ｑ
２な

の
ペ
ラ

通
語

ん
Ａ

事
柄
な

るす
。
地

言
葉
、
約

い
ま
す

め
る
と
お

な
る
）

ー
に
採
録
し

て
誰

に
し
よ

で
す
。

で
容

単
語
を

軽
に
ア
ク
セ

さ
い
。

 

&

Ａ
（
質
問
箱
） 

．﹇
科
学
暦
は
科
学
を
勉
強
す

の
な
の
で
す

Ｎ
・
Ｓ
さ
ん
（
女
性
１５
歳

） 

・
理
科
に
限
定
す
る
も
の
で

で
も

て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い

界
暦
と
い
う

と
の
ご
意

あ
る
の
で
す
が
、
科
学

も
の
と

「
科
学
暦
」
と
の
呼
び
名

て
い
る
の
で
す
。
お
友
達

ぜ
ひ
紹
介
し
て
み
て
く
だ

（
Ｎ
・
Ｋ
記
） 

科学暦３年度総会報
．「
宇
宙
語
は
宇
宙
人
の
言
葉

で
す
か
。
そ
れ
と
も
エ
ス

ン
ト
語
の
よ
う
な
世
界
共

な
の
で
す
か
」（
Ｙ
・
Ｙ
さ

５１
歳 

女
性
） 

・
ご
理
解
し
て
戴
き
に
く
い

の
で
す
。
お
っ
し
ゃ

い

ず

れ

で

も

な

い

の

で

球
上
に
あ
る
全
て
の

６
千
と
言
わ
れ
て

が
（
方
言
な
ど
を
含

び
た
だ
し
い
数
に

、
そ
れ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

、
宇
宙
人
も
含
め

で
も
が
活
用
で
き
る
よ
う

う
と
い
う
目
論
見
な
の

宇
宙
語
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

易
に
さ
ま
ざ
ま
な
言
葉
・

登
録
で
き
ま
す
。
お
気

ス
な
さ
っ
て
く
だ

 
 
 
 
 

 

（
Ｙ
・
Ｆ
記
） 

日時；科学暦 分 
 於；大阪科学技術センター 

る現況報告と講話など 
科学暦概念図披露 

と宇宙   語の説明 
宇宙語発音記号（角辻式ローマ字）披露 

３年９月１２日 18時～20時 30

出席；１７名 
内容； 
 角辻会長によ
 
  世界の言語５１０３語の分布等の解説
  
  出席者全員がそれぞれ発言 
会員現在数 ３３７名  

 

し
て

押
さ
え

け
る

 
 
 

県
立
高
校
を
定
年
退

、
昨
年
か
ら
私
立
灘

等
学
校
に
講
師
と

勤
め
て
い
ま
す
。
兵

地
学
会
で
行
動
を

し
て
き
た
仲
間
の

か
ら
の
誘
い
で
し

天
下
に
知
ら
れ
た
進

、
長
年
理
科

相
手

地
球
物
語
」
の
文
科

業
を
進
め
て
き
た

が
勤
ま
る
は
ず
が
な

！ 

と
固
辞
し
ま
し
た

「
大
学
進
学
の
こ
と

な
く
て
良
い
。
好

よ
う
に
授
業
し
て

。
地
学
嫌
い
に
だ
け

け
れ
ば
よ
い
」
と
の

に
励
ま
さ
れ
て
（
本

の
言
葉
が
教
師

っ
て
一
番
怖
い
の

が
）
、
強
い
コ
ン
プ

を
胸
の
奥
に

込
ん
で
引
き
受

こ
と
に
な
り
ま
し 

職
し

中
・
高

庫
県

共
に

先
生

た
。

学
校
な
の
で

嫌
い
の
生
徒
達
を

に
「

系
授

私いが
、

は
考
え

き
な

く
れ

し
な

言
葉

当
は
こ

に
と

で
す

レ
ッ
ク
ス

た
。
中
学
三
年
生
四
ク
ラ
ス
を
一 

時
間
ず
つ
、
計
四
時
間
で
週
一
日 

の
勤

い
て

無
い
こ

の
子
ど

が
終
わ
ろ
う
と
し

務
で
す
。
「
地
震
・
火
山
・
気

象
」
分
野
を
担
当
し

  

ム
ル
ー

「
級
長

懐
か
し
さ

り
、

プ
リ

こ
と

て
い
ま
す
。

実
際
に
勤
め
て
み
る
と
「
ホ
ー

ム
委
員
長
」
が
い
ま
だ
に

」
と
よ
ば
れ
て
い
る
の
に

が
こ
み
上
げ
て
き
た

全
室
エ
ア
コ
ン
が
あ
る
こ
と
、

ン
ト
用
紙
が
上
質
紙
で
あ
る

、
校
務
員
さ
ん
が
た
く
さ
ん

、
教
師
の
雑
用
が
ほ
と
ん
ど

と
な
ど
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま

か
く
教
師
が
教
育
に

き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま

 

し
た
。
と
に

専
念
で

す
。

 

ま
た
、
教
師
も
生
徒
も
自
主
自

旺
盛
な
の
で
、「
何
々
す

」
「
こ
う
し
ろ
！
。
あ
あ
し

長
い
教
員
生
活
か
ら
、

の
本
来
の
姿
に
戻
る
の
に
と

う
ほ
ど
で
し
た
。
個
性
的
な

が
力
一
杯
し
ご
い
て
い
ま
す

え
、
勉
強

過
ご
し
て
い
ま

 

立
精
神
が

る
な

ろ
！
」
の

教
師

ま
ど

教
師

が
、
生
徒
達
は
よ
く
耐

と
部
活
に
明
る
く

す
。

 

「
気

る
！
」

 

も
、
今
は
髭
が
生
え
、

象
予
報
士
に
気
象
を
教
え

 

童
顔
の
時
か
ら
始
め
た
授
業

ほ
と
ん
ど

も
が
声
変
わ
り
し
て
一
年

て
い
る
と
き
で

し
た
。

 

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
ご

通
り
、
灘
中
の
二
年
生
で

 

き
た
と
き
に
問

し
た
が

の
印

現
役

っ
て

ま
ま

は
私
も

参
考
に
と

講
し
た
こ
と
が
あ

ぶ
り
に

で
は
、
気

も
多
く

で
き

「
今
か
ら
気
象
予
報
士
に
挑

て
も

資
格
試
験

た
初

今
は

て
い

年
度
は

え
る
の

  
一
．

二
．

も
ら
っ

三
．

授
業

直
る
。

四
．
授
業
の
日
は
天
気

言
っ

五
．
角
辻
会
長
に
診
断
書

て
も
ら
っ

否
す

六
．

   
  

 

最
年
少
気
象
予
報
士
誕
生

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
！
の

存
じ
の

し
た
。

私
は
、
こ
の
予
報
士
制
度
が
で

題
を
読
ん
で
み
ま

、
何
と
か
な
り
そ
う
だ
と

象
を
持
ち
ま
し
た
。
で
も
、

教
員
で
す
か
ら
、
資
格
を
取

も
役
に
立
た
な
い
、
と
そ
の

に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実

気
象
が
好
き
で
、
授
業
の

気
象
協
会
の
講
座
を
受

り
ま
す
。
久
し

参
加
し
た
昨
年
夏
の
講
座

象
予
報
士
を
目
指
す
人

い
ま
し
た
。
講
座
は
理
解

な
い
内
容
が
数
多
く
あ
り
、

戦
し

無
理
！
」
と
思
い
ま
し
た
。

は
何
で
も
制
度
の
で
き

期
に
挑
戦
す
る
べ
き
で
す
。

強
い
後
悔
の
念
に
お
そ
わ
れ

ま
す
。
こ
ん
な
状
況
で
、
今

気
象
予
報
士
に
気
象
を
教

で
す
。 

ど
な
い
し
ょ
う
！ 

こ
の
生
徒
に
授
業
を
さ
せ
る
。

こ
の
生
徒
に
指
導
案
を
見
て

て
教
え
て
も
ら
う
。

気
象
予
報
と
学
校
の
気
象
の

と
は
別
物
と
し
て
開
き

 

が
悪
い
と

て
さ
ぼ
る
。 

を
書
い

て
一
年
間
登
校
拒

る
。 

 

・
・
・
・
・
・
・ 

ほ
ん
ま
に
ど
な
い
し
ょ
う
？ 

「どないしょう！？」 副会長  安積 聖夫

お
知
ら
せ

科
学

日
時

 

科
学
暦
四
年
九
月
十
日
（
金
）

場
所

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー

 

科

編
集

  

 

学

暦

四

年

三

月

二

十

七

日

  

安
積 

聖
夫 

 暦
四
年
度
総
会 

 


